
京都府京丹後市議会

－令和５年２月発行 議会だより京丹後の表紙写真（発行時期にあった写真）を募集いたします－

屏風岩（丹後町）　　表紙写真は、弥栄町の笠井さんにご提供いただきました。

◉お問い合わせは議会事務局へ （TEL. 0772ー69ー0010）
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議会だより 京 丹 後

●議会へ傍聴にお越しください。
11月29日　本会議（招集日）
12月 9日　本会議（一般質問）
12月12日　本会議（一般質問）
12月13日　本会議（一般質問、議案審査）
12月21日　本会議（最終日）

12月定例会の予定◎今回の議会だよりは９月定例会
の内容を中心にお伝えします。

・９月定例会は、９月1日から10月６日
までの36日間で、決算審査、補正予算、
条例など41件の審査を行いました。



◎令和３年度企業会計決算
◆水道事業会計 …… 令和３年度末の給水人口が減少となるなか、漏水箇所の改修などにより有収率

は昨年度より向上した。引き続きの努力と、中野浄水場更新工事を推進し、
水融通を行い、市民や事業者への安定供給につとめてほしい。

◆下水道事業会計 … 公共下水道の処理区域内の接続率は６３．１％
と向上した。下水道未普及地域の早期解消に
向け計画の遅延がないように事業を行うこと。

◆病院事業会計 …… 新型コロナ感染症のまん延に大きく影響を受
けた。コロナ感染症関連補助金等により事業
収支は改善したが、医師の確保が引き続き
重要な課題である。

《一般会計》 《一般会計》 
歳入総額 386億1278万円歳入総額 386億1278万円
歳出総額 374億2063万円歳出総額 374億2063万円

令和3年度 一般会計 特別会計 企業会計

歳入歳出決算を　認定認定

多彩な産業・地域経済の成長・発展へ
●ふるさと納税と連携した地域ブランディング推進
●新規就農者・後継者等の人材の確保・育成事業
●商工業の市内事業者経営の支援
●有害鳥獣対策の拡充、活イカの流通実証 など

安全・安心で誰ひとり置き去りにしない
●子育て世帯の医療費負担の軽減
●高齢者医療支援
●障害者福祉の推進
●地方バス路線の運行支援　など

まちの将来を担う未来人材の育成
●ＧＩＧＡスクール構想・教育のＩＣＴ化の推進
●学校トイレの洋式化
●夢まち創り大学による域学連携の推進
●移住促進・空家改修等を支援　など

まちの「宝」を未来につなぐ
●資源循環再生事業の調査・検討、森林環境整備
●まちづくりグランドデザインの推進
●山陰近畿自動車道　地籍調査
●文化財保存活用地域計画策定推進　など

基本計画推進《かせぐ・はぐくむ・ささええる・つなぐ》

運転手不足が課題タブレットを見ながらダンス練習活イカ流通実証

常勤医師の確保が課題
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地方交付税
153億6062
（39.8％）

歳　入
386億1278

歳　出
374億2063

市税
49億8644
（12.9％）

繰入金14億5741（3.8％）
繰越金10億669（2.6％）

分担金
及び負担金
2億734
（0.5％）

寄附金
9億4038（2.4％）

使用料及び手数料
6億648（1.6％）

その他
7億424
（1.9％）

その他
20億4482
（5.2％）

物件費
57億456
（15.2％）

補助費等
45億3637
（12.1％）

繰出金
27億4239
（7.3％）

積立金
20億7926（5.6％）

その他 21億7028（5.8％）
災害復旧事業費 1億3226（0.4％）

（性質別 単位：万円）《 歳 入 》 《 歳 出 》

扶助費
61億6484
（16.5％）

公債費
47億2818
（12.6％）

人件費
60億9689
（16.3％）

普通建設事業費
30億6560
（8.2％）

投資的経費
8.6％

そ
の
他
経
費 

46.0％

義
務
的
経
費 

45.4％

国庫支出金
56億2582
（14.6％）

市債
32億7100
（8.5％）

府支出金
24億154
（6.2％）

依存財源
74.3%

自主財源
25.7%

コロナ禍が前年から続き、市民はもとより事業者も大きな
影響を受けた。全市民に対するクーポンの発行や子育て
世帯・住民税非課税世帯への臨時特別給付金など市民
生活の支援。また、事業活動の継続と雇用の維持を支援し、
宿泊業に対しては緊急支援給付金を支給するなど、事業・
産業への支援を行った。
基金残高は約6億円増の約99億円となったが、今後も

自主財源の確保に努め、６年度で活用期限を迎える合併特
例債、過疎対策事業債などの有利な地方債を積極的に活
用し、将来の大型事業を見込みながら、施設整備等も踏まえ
計画的かつ効率的に取り組んでいくことが求められる。

国から多額の新型コロナウイルスの臨時交付
金があり、コロナ対策・支援だけでなく、ふるさと
ブランド推進事業、移住促進空家改修支援、交
通対策から滞在型観光地づくりまで多様な事業
を行った。

令和3年度令和3年度 一般会計 特別会計 企業会計一般会計 特別会計 企業会計

歳入歳出決算を歳入歳出決算を　認定
令和3年度一般会計決算

◉グラフで見る一般会計決算（令和３年度）

新型コロナの影響続く 新型コロナ臨時交付金活用事業

コロナワクチン接種の様子

◎一般会計決算の主な建設事業
◆「子育て・教育」分野　3億4198万円　◆「観光・産業」分野 4億2536万円
◆「公共施設改修・除却」3億7994万円　◆「生活環境」分野　15億2851万円
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ふるさと創生職員制度

問当初期待していた職場の変化はあったのか。
答職員へ刺激があったと現場から聞いている。

問具体的にどのような事が形になったのか。
答食のレシピ集の作成、高齢者大学で食の講座
を行った。

問制度の課題や見直しは。
答横の連携という意味では当初考えていたより難
しかった。変えていけるところは引き続き検討
は必要だと考える。

○ふるさと創生職員制度の成果と課題は
○韓哲・まちづくり夢基金の現状は
○ヘリポートの管理体制は

主な課題と論点！ 総務分科会

旧溝谷小のヘリポート

分科会の主な意見
◎（ふるさと創生職員）副業と定住に課題がある。創生職員の高い専門性が発揮されるなど、
具体的な成果が見受けられなかった。本市職員の知見向上、人材育成、定住促進に寄与して
いく事業としていくために事業の設計について見直しを検討する必要がある。

◎（韓哲・まちづくり夢基金）市民公募で市民の夢の実現に向けた取り組みを支える事業であ
るが、新規応募者が増えておらず、市民に浸透していないところに課題がある。事業の目的
に沿った運用を行うために、多くの市民が事業に取り組めるよう改善が必要である。

◎（ヘリポート管理）草刈りの予算がカットされ、ヘリポートの安全管理に問題があるため職員
が休日を利用して対応を行った。万が一事故が発生した際の補償も無く、管理の在り方が問
われる。本件だけでなく、業務時間外に職員が対応している事例があるのではないかと懸念
する。本市役所全体での再点検が必要だ。

市のヘリポート管理

問ヘリポートの草刈り予算がカットされた
ことによる業務への影響は。

答公休日に職員が作業にあたり、業務に支障がな
いように対応している。安全管理のためにも業
者委託をして維持管理をしたいと考えている。

問休日対応だが、万が一事故が起こった場
合は。

答業務外の作業となるため、補償の対象になら
ない。

韓哲・まちづくり夢基金

問毎年同じ団体が事業をしているのか。
答同じ団体から申請を受けている事実はある
が、まったく同じ事業ということはない。同じ
団体への補助金交付は交付前に考え方の整
理やルールの検討をしたい。

問周知は十分と考えているのか。
答一定の周知はできている、より充実させてい
く必要があると考えている。
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新型コロナウイルスワクチン接種事
業について

問３回の接種において課題はなかったか。
答接種体制を整えることに関して医師の確保の
ため、医師会との会議の時間を取っていただ
く必要があった。Ｗｅｂを使って頻繁に協議
しながら体制を整えていく点に苦労したが、
全面的に協力をしていただいて進めることが
できた。

問職員の時間外勤務 5080 時間の総括を。
答限られた人数の中で速やかに対応して、重症
化予防等に対応する必要があったことから、
現有体制で懸命に取り組んだ。

○ワクチン接種体制は十分だったのか
○コロナ禍による子育て支援は
○高齢者外出支援の実証事業の進捗は

主な課題と論点！ 文教厚生分科会

子育て世代包括支援センター「はぐはぐ」

分科会の主な意見
◎（子育て支援）コロナ休園で仕事を休まざるを得ない保護者が相談する場がない。その体制
づくりが必要ではないか。

◎（高齢者外出支援）高齢者外出支援は令和５年３月までの実証事業だが、通常外出支援と
公共交通利用促進の考え方や、使い道､ 使い勝手を精査し、高齢者の多くのニーズに合う
仕組みにしていくべき。

◎（教員の働き方改革）改革を進める中で、取り組みが不十分という印象を受けた。国の予
算や、定数もあるが、結果として４年度は定数内講師、産休補充が十分でなく教員不足
にもつながっている。働き方改革に向け、しっかりと来年度予算で措置するべき。

コロナ禍による子育て支援の総括を

問コロナ禍の中、子育て支援の総合的な
推進について総括を。

答子育て世代包括支援センター「はぐはぐ」の
本来の設置役割を果たすことができた。妊娠
子育てなど不安を抱えているお母さんたちに
対して、これまで行っていた集団の対応が、
密にならないよう、個別に丁寧な対応をした。

高齢者外出支援事業について

問公共交通利用促進用チケット（※）の利用
者が非常に少ない。外出支援用と分ける
必要があるのか。

答制度設計の際、高齢者の外出支援の課題と
して、交通手段がないということ、また最寄り
の駅までがそもそも遠い、この２つに分けて
実証していくということと、公共交通を利用促
進していくという経過があった。

※自宅と最寄りのバス停までの移動に対する支援
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○今後のテレワーク拠点整備は
○新シルク創造事業、業務委託後の方向性は
○空家等対策事業の状況と対策は

主な課題と論点！ 産業建設分科会

分科会の主な意見
◎（自然あふれるビジネスモデル推進事業）旧町単位でのハード整備も検討されている。５年間
の業務委託期間において事業を精査し、予算・決算において事業進捗状況や効果を見定めたい。

◎（新シルク産業創造事業）
•取引の申し出が、国内、国外の企業から複数あると聞いている。医療品や化粧品、工業用
シルク製品など、マユを活用した事業を具体化して進め、新たな産業が巻き起こることを
期待したい。
•受託事業者に５年後には自走できることを求めているとの説明だ。令和３年度予算を含
めると５年間で約 7500 万円の業務委託であり、受託企業においては収穫した繭を活用
した事業の進捗を見守りたい。

◎（空家対策事業）４９０件ある管理不全の空き家所有者に対する積極的な対策が求められる。

自然あふれるビジネスモデル推進事業

問９月から委託事業を開始し、５年間で基
盤整備と体制を固めるとしているが。

答人材、事業を誘致するには、受け皿が必要だ。
コンソーシアム（共同事業体）を組み、連携を
図りながら都市部からのニーズに答えられる体
制を固める。

問虹の家に施設整備をしたが、今後の展開は。
答テレワーク施設整備は、第一弾としてかぶと山
虹の家を整備した。今後はコンソーシアムのな
かで意見を聞き、次の候補地を選定していく。

かぶと山に整備されたコワーキングスペース

空家対策事業

問利活用できる空き家の状況は。
答調査した１７９３件のうち利活用可能な空き家
は１３０３件。特定空き家や大規模修繕が必
要な空き家は、令和３年度は４９０件である。

問特定空き家に対して固定資産税を免除し
ない制度の活用状況は。

答制度にあてはまる案件はない。処分の前に対
処している。活用すると、行政代執行をする
まで手続きを止められなくなる。

新シルク産業創造事業

問５年間の業務委託で、次の展開に向けた
取り組みを進めるとしているが市として
のかかわりは。

答創造館に技術も含め企業の集約化も進めたい。
共同で事業を進めたい意向を持った事業者も
あり、参入いただく環境を市としては整備したい。

問５年間の業務委託後は民間に移行でき
るのか。

答業務委託で技術的な開発をおこない事業化を
図る条件になっている。５年間で一定の成果
として、自走をしていただく。
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意
見
交
換

●
一
般
会
計
決
算
は
、
実
質

収
支
が
10
億
２
６
０
０
万
円

の
黒
字
、
基
金
現
在
高
は

約
99
億
円
と
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
る
。一
方
で
市
債
残
高
は

約
３
６
７
億
円
で
過
去
最

低
、
市
の
実
質
負
担
額
は
約

79
億
円
で
、
全
体
と
し
て
は

硬
直
性
は
あ
る
も
の
の
健
全

な
財
政
で
あ
る
。
執
行
部
の

努
力
を
評
価
す
る
。

●
旧
溝
谷
小
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
草
刈
り
の
予
算
が
つ
け
ら

れ
ず
、
職
員
が
勤
務
時
間
外

で
対
応
し
た
。
万
が
一
事
故

が
発
生
し
て
も
補
償
も
な

く
、
今
後
の
管
理
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
。
市
役
所
全
体

で
実
態
に
つ
い
て
再
点
検
が

必
要
だ
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

備
や
児
童
の
状
況
に
つ
い
て
、

委
託
先
の
声
を
し
っ
か
り
聞

く
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
。

コ
ロ
ナ
で
子
ど
も
園
が
休
園

に
な
る
と
、
仕
事
を
休
ま
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
保
護
者

の
声
が
届
い
て
い
な
い
。

●
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
績
は
全
国
平
均
よ
り
比
率

は
高
い
。
市
職
員
の
尽
力
に

感
謝
す
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
室

職
員
の
時
間
外
勤
務
合
計

が
５
０
８
０
時
間
あ
っ
た
。

非
常
時
な
ど
は
柔
軟
に
体
制

を
整
え
、
特
定
の
職
員
に
負

担
が
集
中
し
な
い
よ
う
取
り

組
む
べ
き
だ
。

●
教
育
や
子
育
て
に
関
す
る

多
様
な
課
題
を
抜
本
的
に
支

援
す
る
に
は
、学
校
や
園
、地

域
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

人
と
予
算
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

自
然
環
境
で
は
、
浮
き
彫
り

に
な
る
の
が
海
ゴ
ミ
の
処
分

の
仕
組
み
だ
。
拾
う
こ
と
も

課
題
だ
が
、
拾
っ
た
あ
と
の

海
ゴ
ミ
の
処
理
が
効
果
的
に

な
る
よ
う
、
十
分
な
施
策
を

検
討
す
べ
き
。

●
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
も
含
め

た
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、

そ
の
受
託
事
業
者
の
優
位

性
を
示
す
説
明
が
不
足
し
て

い
る
。
委
託
報
告
書
等
の

提
出
を
求
め
る
以
前
に
積
極

的
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、

後
日
に
資
料
の
提
出
を
受
け

て
も
、
事
業
の
結
果
か
ら
成

果
・
効
果
に
対
す
る
審
査
が

で
き
な
い
。

●
台
風
な
ど
、
大
雨
災
害
が

頻
発
す
る
こ
と
か
ら
、
河
川

の
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
防
災
、
減
災
の
視
点
で
、

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
に
重
き
を
置
い

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

京
都
府
に
お
い
て
も
、
そ
う

い
う
方
向
で
あ
る
と
聞
い
て

お
り
、
評
価
で
き
る
。
生
活

に
身
近
な
河
川
の
浚
渫
を

求
め
る
声
は
多
い
。
予
算
化

し
、
浚
渫
工
事
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論

●
総
括
と
し
て
、コ
ロ
ナ
緊

急
対
策
、
高
齢
者
へ
の
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
改
修
助
成
、
中
学

校
へ
の
特
別
教
室
の
エ
ア
コ

ン
整
備
、
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
な
ど
は
評
価
で
き
る

が
、一
方
、
貧
困
と
格
差
が

拡
大
し
、
医
療
・
介
護
の
福

祉
の
現
場
、
中
小
業
者
や
観

光
・
農
林
水
産
業
者
な
ど
か

ら
は
、
深
刻
な
状
況
や
要
望

が
聞
か
れ
る
。
不
十
分
な
市

政
運
営
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

●
庁
舎
再
配
置
事
業
に
つ
い

て
は
、「
優
先
す
べ
き
は
庁

舎
整
備
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
で

あ
る
」、「
庁
舎
整
備
は
市
民

の
声
を
聴
き
最
小
限
の
整
備

経
費
と
す
べ
き
」
と
訴
え
て

き
た
。
最
終
的
に
、
増
築
棟

建
設
経
費
を
当
初
計
画
の

53
％
に
削
減
し
た
修
正
案
を

議
会
が
可
決
し
た
こ
と
は
、

議
会
の
権
能
を
果
た
し
た
と

言
え
る
。

●
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

漁
業
は
「
か
せ
ぐ
〝
農
林
水

産
業
〞を
実
現
」と
掲
げ
て
い

る
が
、
高
齢
化
で
コ
メ
が
作

れ
な
い
、
値
段
の
下
落
で
農

家
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
、
と

い
っ
た
現
実
が
あ
る
。
市
と

し
て
の
独
自
の
支
援
が
不
足

し
て
い
る
。

賛
成
討
論

●
総
合
計
画
の
「
か
せ
ぐ
」

は
活
イ
カ
の
実
証
実
験
や

財
源
確
保
の
尽
力
。「
は
ぐ

く
む
」
は
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
の
創
設
。「
さ
さ
え
る
」

は
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
割
引

券
や
不
妊
治
療
の
支
援
。

「
つ
な
ぐ
」
は
歴
史
文
化
の

保
護
と
活
用
な
ど
の
事
業
に

着
手
さ
れ
て
お
り
、
会
派
要

望
か
ら
の
事
業
実
施
も
踏

ま
え
、
評
価
し
た
い
。

●
地
区
要
望
と
大
き
く
関

係
す
る
道
路
橋
梁
維
持
補
修

事
業
で
は
、
市
民
局
が
対
応

す
る
地
域
協
働
型
小
規
模
公

共
事
業
に
約
８
０
０
０
万
円

充
て
ら
れ
た
が
、
数
多
い
地

区
要
望
に
は
応
え
ら
れ
て
は

い
な
い
。

一
方
で
、
令
和
４
年
度
の
当

初
と
補
正
の
予
算
で
、
合
わ

せ
て
７
０
０
０
万
円
を
増
額

し
予
算
化
し
た
。
地
区
要
望

に
対
応
す
る
地
域
協
働
型

小
規
模
公
共
事
業
の
取
り
組

み
に
、
注
力
し
て
い
く
姿
勢

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
評
価
で

き
る
。

●
新
シ
ル
ク
産
業
創
造
事
業

は
、
本
市
に
新
た
な
産
業
を

創
出
す
る
た
め
に
京
都
工
芸

繊
維
大
学
等
と
連
携
し
、
室

内
で
の
無
菌
周
年
養
蚕
技
術

や
、
遺
伝
子
組
み
換
え
蚕
の

飼
育
に
関
す
る
基
礎
研
究
を

実
施
し
て
き
た
。
そ
の
成
果

を
事
業
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
地

元
の
民
間
事
業
者
が
選
定

さ
れ
た
。
受
託
事
業
者
と
の

取
引
の
申
し
出
が
、
国
内
外

の
企
業
か
ら
も
複
数
あ
る
と

聞
く
。
医
療
品
や
ヘ
ル
ス
ケ

ア
事
業
な
ど
、
マ
ユ
を
活
用

し
た
事
業
を
具
体
化
し
て
進

め
、
本
市
に
お
い
て
、
新
た
な

産
業
が
巻
き
起
こ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

一
般
会
計
決
算
認
定

賛
成
16 　

反
対
３

7 2022. 11

◆決算審査意見交換・討論



審
査
に
係
る
ポ
イ
ン
ト

問
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
移
動
観
覧
席
は
使
用
料

に
含
ま
れ
て
い
た
が
、今
回
、

別
に
使
用
料
を
徴
収
す
る

の
か
。
市
外
の
利
用
者
は
２

倍
と
な
る
が
影
響
は
。

答
使
用
料
と
は
別
に
徴
収

す
る
。
こ
れ
ま
で
全
て
の
利

用
者
が
市
外
在
住
と
い
う

ケ
ー
ス
は
な
い
。
団
体
利
用

が
多
く
利
用
控
え
の
影
響
は

な
い
と
考
え
る
。

問
観
光
施
設
の
貸
館
に
つ

い
て
減
免
規
定
は
あ
っ
た

が
、
ほ
ぼ
減
免
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
今
回
の
見
直
し
で

減
免
で
き
る
環
境
整
備
が

で
き
た
と
の
認
識
か
。

答
今
回
の
改
正
で
減
免
を

具
体
的
に
適
用
す
る
ル
ー
ル

を
明
確
化
で
き
た
。

問
漁
港
施
設
に
関
し
て
１

カ
月
未
満
の
利
用
の
取
り

扱
い
は
。

答
占
有
料
に
つ
い
て
は
土
地

の
貸
し
付
け
と
い
う
部
類
に

入
る
。
駐
車
場
利
用
等
、
１

カ
月
未
満
の
貸
し
付
け
に
つ

い
て
は
消
費
税
が
か
か
る
こ

と
が
消
費
税
法
で
規
定
さ
れ

て
い
る
。

問
琴
引
浜
鳴
き
砂
文
化
館

の
、
展
示
物
等
を
破
損
し
た

場
合
の
損
害
賠
償
の
義
務
が

追
加
さ
れ
た
経
緯
は
。

答
こ
れ
ま
で
破
損
の
ケ
ー
ス

は
な
い
が
、
今
後
あ
り
得
る

と
い
う
こ
と
で
全
体
で
の
統

一
を
図
っ
た
。

問
原
則
外
税
で
整
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
八

丁
浜
の
駐
車
料
金
が
内
税

に
な
っ
て
い
る
。
外
税
で
１

０
０
０
円
に
す
る
こ
と
も
可

能
で
は
な
い
か
。

答
消
費
税
が
増
減
し
た
場

合
に
端
数
が
出
て
く
る
。
自

動
車
の
駐
車
が
一
時
に
集
中

す
る
た
め
、
公
聴
会
で
の
説

明
や
、
取
り
扱
い
や
す
さ
に

重
き
を
置
き
内
税
と
し
た
。

意
見
交
換

・
公
聴
会
な
ど
を
通
じ
て
減

免
条
件
等
市
民
の
声
は
反
映

さ
れ
て
い
る
。
手
続
き
が
煩

雑
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援

し
、
文
化
・
体
育
活
動
を
保

障
す
べ
き
。

・
３
年
後
の
見
直
し
に
お
い

て
は
、
応
分
の
受
益
者
負
担

は
必
要
で
あ
り
、
施
設
を
利

用
し
て
い
な
い
人
の
声
も
聞

い
て
進
め
る
べ
き
。

・
学
校
施
設
の
使
用
に
つ
い

て
時
間
単
位
と
な
り
、
無
駄

の
な
い
料
金
支
払
い
と
な
り

評
価
す
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
統
一
意
見

・
消
費
税
に
つ
い
て
は
外

税
に
す
る
と
の
原
則
に
沿

わ
な
い
事
例
が
あ
る
。

・
近
隣
同
業
者
の
民
業
圧

迫
に
配
慮
さ
れ
て
な
い
事

例
が
あ
る
。

・
改
正
に
あ
た
っ
て
管
理

者
、
事
業
者
と
の
協
議
が

不
十
分
な
事
例
が
あ
る
。

以
上
３
点
に
つ
い
て
３
年

後
の
見
直
し
の
際
、
検
討

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
8
議
案
す
べ
て

全
員
賛
成
で
可
決
】

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
と
も
に
創

生
・
発
展
す
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例

令
和
３
年
、国
か
ら「
Ｓ
Ｇ
Ｄ

ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
、

基
本
理
念
を
定
め
、市
の
責

務
を
明
確
化
し
社
会
・
経
済

活
動
と
の
両
立
を
実
現
す
る

た
め
の
条
例
制
定

問
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
基
本
条
例

の
位
置
づ
け
は
。

答
本
市
の
最
高
規
範
で
あ

る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

下
に
あ
る
７
つ
の
目
標
を
実

現
す
る
項
目
と
同
列
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。

問
５
条
の
市
民
の
役
割
に

つ
い
て
、「
特
に
協
力
す
る
も

の
」
と「
努
め
る
も
の
と
す

る
」と
の
表
現
に
つ
い
て
。

答
例
規
上
の
用
語
で
一
番

強
い
の
が
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
表
現
。「
も
の
と

す
る
」
と
い
う
の
は
選
択
肢

の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

市
民
等
は
、一
番
弱
い「
努
め

る
も
の
」
と
の
表
現
で
整
理

し
た
。意

見
交
換

・
持
続
可
能
な
開
発
計
画
目

標
に
つ
い
て
は
２
０
３
０
年

の
ゴ
ー
ル
は
あ
る
が
、
恒
久

的
な
も
の
、
市
の
規
範
と
し

て
必
要
で
あ
る
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の

必
要
性
は
理
解
す
る
が
、
全

国
で
４
つ
の
自
治
体
し
か
制

定
し
て
い
な
い
。
条
例
の
必

要
性
に
疑
問
が
あ
る
。

反
対
討
論

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
推
進

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
、
総
合
計
画
、
京

丹
後
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

計
画
で
明
確
で
あ
る
。
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
は
、
屋
上

屋
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。

賛
成
討
論

・
条
例
の
要
は
第
４
条
の
市

の
責
務
で
あ
り
、
市
民
の
取

り
組
み
を
応
援
す
る
こ
と
が
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

集会施設、スポーツ・観光関連施設等の使用料等の見直し
合併以来の懸案であった集会施設、スポーツ施設、文化施設及び観光関連施設等の使用料等の見直し案を審査

した。見直しは４７条例で、８議案として提案があり、３常任委員会で審議の結果、全員賛成で可決となり、令和５年
４月より施行。
①施設の利用時間区分の統一　②平均化・統一した使用料設定　③外税方式での消費税　④減免基準の統一
以上の４点を基本として、原則市民負担の増加につながらない内容となっている。

八丁浜シーサイドパーク

持続可能なまちづくりを

2022. 11 8

◆条例・補正予算



◎
道
路
橋
梁
補
修
事
業
及

び
河
川
維
持
補
修
事
業

問
地
域
協
働
型
小
規
模
事

業
等
に
つ
い
て
、
来
年
度
の

地
区
要
望
を
受
け
３
０
０
０

万
円
を
増
額
し
た
が
、
財
源

を
ど
う
考
え
た
の
か
。ま
た
、

河
川
維
持
補
修
事
業
の
箇

所
は
。

答
令
和
３
年
度
決
算
に
お

い
て
10
億
円
を
超
え
る
黒
字

を
出
し
た
。
地
区
要
望
に
取

り
組
む
た
め
、
前
年
度
繰
越

金
を
活
用
し
計
上
し
た
。
河

川
に
つ
い
て
は
、
４
カ
所
を

予
定
し
、
現
場
も
確
認
し
早

期
の
対
応
が
必
要
。

◎
京
丹
後
市
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
事
業

総
務
省
の「
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」を
活

用
し
、
新
規
分
野
へ
の
事
業

展
開
等
を
支
援
す
る
、
外
部

専
門
家
を
招
聘
す
る
事
業

問
総
務
省
に
は
４
６
３
人

の
登
録
が
あ
る
が
、
こ
の
方

を
選
任
さ
れ
た
理
由
は
。

ま
た
、国
か
ら
の
財
源
の
支

援
に
つ
い
て
は
。

答
昨
年
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド
を

行
っ
て
お
り
、
積
極
的
に
支

援
を
得
て
い
る
。
国
内
外
の

事
業
展
開
業
務
の
元
大
手

食
品
チ
ェ
ー
ン
へ
の
勤
務
経

験
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
と
の
つ
な
が
り
も
あ
る
。

国
か
ら
の
支
援
は
、
対
象
経

費
上
限
が
年
間
５
６
０
万

円
で
あ
り
、
特
別
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
。

問
最
大
で
３
年
と
聞
い
て

い
る
が
、
最
終
的
な
目
標
・

効
果
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し

て
い
る
の
か
。

答
市
内
の
企
業
と
の
関
係

性
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
関

係
性
を
築
い
て
い
く
。
そ
の

上
で
、
い
く
つ
か
の
企
業
の

上
場
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
た
い
。
ま
た
、
総
務
省

に
も
報
告
書
を
提
出
す
る
中

で
自
己
評
価
す
る
。

◎
地
域
総
ぐ
る
み
観
光
地

づ
く
り
事
業

観
光
庁
の
事
業
で
、
観
光
地

の
顔
と
な
る
宿
泊
施
設
を

中
心
と
し
た
観
光
再
生
・
高

付
加
価
値
化
の
取
り
組
み

問
地
域
観
光
拠
点
の
再
生

計
画
が
採
択
さ
れ
た
が
具
体

的
な
中
身
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
。

答
民
間
の
宿
泊
施
設
の
改

修
等
経
費
と
し
て
、
国
か
ら

半
額
の
支
援
を
得
る
。
本
市

全
体
で
41
施
設
、
総
額
約

19
億
円
の
投
資
で
あ
る
。

問
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
所
有
施
設
の
除
却
に
対

し
、
２
分
の
１
上
限
で
１
億

円
の
補
助
。公
的
施
設
の
利

活
用
で
の
補
助
制
度
も
あ
る

が
、
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
事
業
者
か
ら
も
声
を
い

た
だ
き
、
時
間
の
制
約
の
あ

る
中
で
、
市
内
事
業
者
の
意

見
を
ま
と
め
る
こ
と
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。

意
見
交
換

・
行
政
シ
ス
テ
ム
運
営
事
業

に
つ
い
て
、職
員
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
認
証

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
導
入
を
急

ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
が

あ
る
。

・
海
底
耕
う
ん
事
業
補
助
金

は
、
採
る
漁
業
か
ら
作
り
育

て
る
漁
業
へ
の
方
向
転
換
。

本
来
で
あ
れ
ば
近
隣
県
に

先
駆
け
て
実
施
す
べ
き
で

あ
っ
た
。

・
地
域
総
ぐ
る
み
観
光
地
づ

く
り
事
業
は
、
有
利
な
補
助

金
事
業
で
あ
り
、
要
望
の
取

り
ま
と
め
や
計
画
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
に
尽
力
し
、多
く

の
地
域
の
中
か
ら
採
択
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

賛
成
討
論

・
日
直
業
務
の
委
託
は
市
役

所
各
庁
舎
で
の
職
員
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
を
評

価
し
た
い
。
働
き
方
改
革
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
全
職
員

か
ら
９
３
９
件
の
提
案
が

あ
っ
た
。
議
会
や
市
民
の
方

に
示
す
こ
と
を
求
め
た
い
。

【
い
ず
れ
の
議
案
も

全
員
賛
成
で
可
決
】

ウィズコロナ時代に市民・事業者の安心・安全を確保
主な事業
●地域協働型小規模公共事業・交通安全施設修繕の一部前倒し ...........３０００万円
令和５年度予算編成に向けた地区要望から、市民生活や道路利用者の安全・安心確保のため。

●「一般廃棄物処理施設整備基金」の創設 ...................................................１億円
最終処分場、クリーンセンター、し尿処理施設の整備を計画的に実施するための財源確保。

●「マイナンバーカード」交付促進費用 ................................................１９０７万円
●「地域力創造アドバイザー」制度を活用し市内事業者を支援 ............. ２６４万円
●オミクロン株対応ワクチン接種経費 ...........................................１億５６００万円
新型コロナウイルス感染症の重症化・発症予防等のため、初回接種が完了した１２歳以上のすべての方を対象。

●住民税非課税世帯等への緊急支援給付金 .....................................３億９４７万円
令和４年度住民税非課税世帯（確認書の返送が必要）及び家計急変世帯（申請が必要）へ１世帯５万円。

●災害復旧事業の実施 ........................................................................３４８５万円
９月３日豪雨及び台風１４号により被災した農地・農業用施設や道路・河川等の災害復旧のため。

補
正
予
算
６
号
・
７
号
合
計
で

10
億
１
２
８
２
万
円
の
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
に
係
る
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

（
６
号
・
７
号
）

浜詰夕日の丘
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◆条例・補正予算



掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネル
での放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

9月定例会 一般質問
一般質問は、令和4年9月13日、14日、15日の日程で行い、
14人の議員が質問し、市長等に答弁を求めました。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで
議会の中継・録画が視聴できます 京丹後市議会 検 索

問
発
達
障
害
や
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
子
ど
も
な
ど
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
に
つ

つ
い
て
現
状
は
。

教
育
長
子
ど
も
園
、
保
育

所
は
１
２
２
名
、
全
体
の

約
８
％
。
特
別
支
援
教
育

対
象
の
小
中
学
生
は
７
９

９
名
。
全
体
の
22
％
に
あ

た
る
。
平
成
27
年
度
か
ら

倍
増
し
て
い
る
。　

問
舞
鶴
こ
ど
も
療
育
セ

ン
タ
ー
や
療
育
施
設
は
利

用
が
多
く
、
待
機
が
あ
る

と
聞
く
が
状
況
は
。

市
長
療
育
施
設
の
待
機
は

な
い
が
療
育
セ
ン
タ
ー
は

待
機
が
発
生
し
て
い
る
。

乳
幼
児
期
は
保
健
師
が
発

達
の
段
階
、
特
性
な
ど
を

保
護
者
と
共
有
し
、
園
や

臨
床
心
理
士
と
連
携
し
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問
相
談
窓
口
や
療
育
な

ど
行
う
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
が
検
討
で
き

な
い
か
。

市
長
課
題
を
認
識
し
て

い
る
。
府
の
機
関
と
療
育

の
事
業
所
と
連
携
し
な

が
ら
、
療
育
の
つ
な
ぎ
の

強
化
、
小
児
科
医
、
作
業

療
法
士
な
ど
個
別
相
談
の

機
能
充
実
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
採
用
・
人
材
確
保

に
つ
い
て

問
職
員
の
社
会
人
募
集

の
条
件
の
一
つ
に
、
直
近

の
３
年
間
は
京
丹
後
市
に

住
ん
で
い
な
い
方
と
あ
る

た
め
市
内
在
住
者
は
応
募

で
き
な
い
。
居
住
地
に
関

係
な
く
、
優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
基
本
で

あ
る
。
市
内
在
住
者
も
応

募
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

市
長
社
会
人
募
集
は
移
住

定
住
施
策
の
一
環
と
し
て

い
る
が
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
に
つ
い
て
ご
指
摘
の

通
り
。
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

問
土
木
系
技
術
職
員
の

人
材
不
足
に
つ
い
て
従
来

か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
募
集
を
再

開
す
る
考
え
は
。

市
長
専
門
課
程
習
得
や

実
務
経
験
な
し
で
も
応

募
で
き
る
制
度
だ
っ
た

が
採
用
に
至
ら
ず
一
年

で
終
了
し
た
。
職
員
確
保

に
向
け
、
仕
組
み
を
修
正

し
実
施
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。

南丹市の子育て発達支援センター

市
長

一般質問

丹 政 会

東 田 真 希

子
ど
も
の
療
育
の
充
実
を
し
て

い
く
べ
き

よ
り
連
携
を
し
な
が
ら
検
討
と

対
応
を
し
て
い
く

2022. 11 10

◆一般質問



問
「
小
さ
な
・
地
域
運
営

組
織
の
形
成
」
市
が
描
く

ま
ち
づ
く
り
は
。

市
長
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
校
区
単
位
の
地

域
運
営
組
織
の
形
成
を
、

区
長
会
や
公
民
館
組
織

等
と
連
携
し
、推
進
す
る
。

問
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
は
、
地

域
課
題
を
解
決
す
る
組
織

や
地
域
住
民
の
参
加
、
安

定
し
た
財
源
確
保
が
必
要

で
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

市
長
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
設
立
と
組
織
運
営

を
支
援
す
る
補
助
金
制
度

の
創
設
や
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
配
置
、
協
同
労

働
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
積

極
的
に
支
援
す
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
の
取
り
組
み
と
、
成
果

に
つ
い
て

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
課
の
取
り
組
み
は
。

市
長
令
和
４
年
度
ま
で
を

事
業
の
促
進
期
と
位
置
づ

け
、
地
域
に
出
向
き
事
業

展
開
を
し
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

設
立
に
向
け
て
の
取
り
組

み
の
成
果
は
。

市
長
令
和
３
年
度
は
６
地

域
が
取
り
組
み
、
令
和
４

年
度
は
７
地
域
が
取
り
組

む
予
定
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
区
の
事
業
参

加
に
つ
い
て

問
市
民
や
自
治
区
へ
の

事
業
の
周
知
が
重
要
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
周
知

さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
地
域
に
出
向
き
事

業
の
説
明
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
、

地
域
の
取
り
組
み
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
地
域
組
織
を

作
る
た
め
の
財
源
の
確
保

に
つ
い
て

問
組
織
運
営
、
事
業
運
営

を
行
う
た
め
の
財
源
確
保

と
な
る
協
同
労
働
の
考
え

を
広
げ
る
に
は
。

市
長
今
年
の
10
月
に
労
働

者
協
同
組
合
法
が
施
行
。

地
域
の
課
題
解
決
を
ビ
ジ

ネ
ス
化
し
、
取
り
組
む
こ

と
で
財
源
確
保
に
つ
な
が

る
と
期
待
す
る
。

８月１１日開催のまちづくり研修会の様子

市
長

一般質問

新 政 会

川 戸 一 生

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

令
和
３
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
を
設
置

一般質問

平 井 邦 生

航
空
事
業
者
ピ
ー
チ
と
の
業
務

提
携
内
容
は

空
路
を
活
用
し
、
首
都
圏
な
ど

全
国
か
ら
集
客
を
す
る

市
長

丹 政 会

問
丹
後
に
来
ら
れ
る
方
の

受
け
入
れ
体
制
、
魅
力
発

信
を
ど
う
行
う
の
か
。

市
長
本
市
は
長
寿
が
独
自

の
強
み
。
自
然
食
、
丹
後

ば
ら
寿
司
、
果
物
、
活
イ

カ
や
山
里
、
温
泉
な
ど
団

体
等
と
連
携
し
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
れ
か
ら
。

問
関
空
か
ら
バ
ス
で
来

て
も
、
市
内
周
遊
す
る
公

共
交
通
が
弱
い
が
。

市
長
丹
鉄
、m
o
b
i（
モ

ビ
）や
e
バ
イ
ク
を
活
用
。

実
証
実
験
で
旅
館
の
バ
ス

を
周
遊
に
使
っ
て
も
ら
う
。

検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
の
活
用

問
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使

え
る
人
の
講
習
や
人
材

育
成
は
。

市
長
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
市
民
の
視
点
に
立
っ
て

の
取
り
組
み
と
す
る
。
ス

マ
ホ
の
取
り
扱
い
講
習
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。
人
材

育
成
は
大
切
で
あ
る
。

問
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
作

成
し
、
市
民
自
体
が
発
信

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
。
市

民
自
ら
発
信
で
き
、
暮
ら

し
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
案

内
が
作
成
で
き
な
い
か
。

市
長
提
案
の
、
さ
い
た
ま

市
ア
プ
リ「
さ
い
た
す
」を

参
考
に
検
討
す
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
懸
念
を
持
つ
が
。

市
長
ま
ず
３
０
０
店
を

目
指
す
。
市
民
以
外
の
方

は
、ア
プ
リ
で
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
で
き
る
。
現
金
チ
ャ

ー
ジ
も
踏
ま
え
活
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。

問
地
区
要
望
の
予
算
を

市
民
局
で
予
算
枠
を
持
ち

地
域
協
議
会
と
協
議
の
上

で
事
業
を
行
え
な
い
か
。

市
長
地
区
と
一
緒
に
な
り

課
題
解
決
は
よ
い
が
、
市

内
バ
ラ
ン
ス
も
必
要
。
地

区
要
望
執
行
に
向
け
、
や

り
方
は
改
良
す
る
。

問
地
区
要
望
の
整
理
を

行
う
地
区
に
特
別
手
当
を

だ
し
進
め
て
は
ど
う
か
。

市
長
整
理
を
す
る
こ
と
は

大
切
。
検
討
す
る
。

問
各
区
長
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

貸
与
し
活
用
を
。

市
長
地
区
要
望
、災
害
時
、

福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
地
区
と
の
情
報
共
有
が

で
き
る
。
重
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
り
検
討
す
る
。

市内の暮らし観光など発信アプリ　さいたす

11 2022. 11

◆一般質問



問
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、C
O
2

半
分
削
減
の
令
和
12
年

ま
で
あ
と
8
年
。
市
民
に

何
を
求
め
る
の
か
。

市
長
ア
ン
ケ
ー
ト
を
整
理

し
市
の
補
助
金
も
含
め
具

体
的
に
提
案
し
た
い
。

問
「
地
域
新
電
力
」、今
年

度
中
に
事
業
者
は
決
ま
る

の
か
。

市
長
厳
し
い
環
境
だ
が

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

問
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、前
回
も

聞
い
た
が
風
力
発
電
と

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
ら
ど

う
な
る
の
か
。

市
長
事
業
者
に
は
厳
し
い

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

問
風
力
発
電
、最
新
の
事

業
者
の
動
き
は
。

市
長
自
然
電
力
も
「
方
法

書
」
未
定
と
な
り
今
年
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
入
札
を
断
念
。

問
審
議
会
に
土
木
工
学

の
専
門
家
を
追
加
す
る

件
は
。

市
長
適
切
な
方
の
内
諾
を

得
て
、9
月
中
に
市
の
職
員

と
現
地
視
察
に
行
く
。

問
風
力
発
電
問
題
で
住

民
投
票
は
ど
う
か
。

市
長
な
じ
ま
な
い
。
今
は

科
学
的
、
客
観
的
な
調
査

を
す
べ
き
時
だ
。

市
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問
今
夏
、市
民
へ
の
広
報

も
な
い
ま
ま
小
学
校
の

プ
ー
ル
使
用
が
突
然
中
止

と
な
っ
た
事
情
は
。

教
育
長
7
月
8
日
深
刻
な

水
不
足
が
予
想
さ
れ
る
と

連
絡
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
対

策
と
も
重
ね
て
中
止
を
決

め
た
。
広
報
の
あ
り
方
は

今
後
検
討
し
た
い
。

米
軍
基
地
に
つ
い
て

問
土
地
規
制
法
施
行
が

迫
る
。
指
定
が
予
想
さ
れ

る
が
国
は
住
民
へ
の
説
明

を
し
な
い
と
聞
く
。
国
の

約
束
違
反
で
は
な
い
か
。

市
長
防
衛
省
に
は
異
例

の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き

市
は
パ
ブ
コ
メ
に
応
じ
て

基
本
方
針
に
対
す
る
意
見

書
を
出
し
た
。

問
住
民
へ
の
影
響
は
極

め
て
大
き
い
。
も
っ
と
強

い
独
自
の
要
望
書
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
住
民
の
不
安
、
懸
念

は
分
か
る
。
そ
の
払
拭
が

第
一
だ
が
、
国
益
も
大
切

と
思
う
。

丹後第二風力発電予定地

市
長

一般質問

創 明

永 井 友 昭

大
型
風
力
発
電
、
そ
の
後
の
動

き
は

自
然
電
力
も
今
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

申
請
を
断
念

問
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
小

規
模
な
イ
ン
フ
ラ
福
祉
と

大
規
模
な
社
会
資
本
整
備

に
分
け
ら
れ
る
。
地
区
か

ら
の
要
望
や
市
の
幹
線
道

路
網
計
画
な
ど
、
大
規
模

な
整
備
は
大
き
な
財
源
が

必
要
で
執
行
は
困
難
が

伴
う
が
、
計
画
を
立
て
て

市
民
に
周
知
し
て
い
け
ば

将
来
の
ま
ち
の
姿
が
示
さ

れ
て
、
人
の
心
を
動
か
し

希
望
が
も
て
る
と
思
う
が
。

市
長
都
市
拠
点
構
想
の

検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
だ
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
中
期
的
に
イ
ン
フ

ラ
を
伴
う
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
時
期
と
考
え
る
。

問
新
最
終
処
分
場
・
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
竹

野
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
給

食
セ
ン
タ
ー
・
庁
舎
増
築

棟
な
ど
、
多
く
の
大
型
建

設
事
業
の
計
画
が
目
前
に

あ
る
。
市
長
は
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
臨
む
の
か
。

市
長
こ
れ
ら
の
大
型
建
設

事
業
は
合
併
特
例
債
が
使

え
な
く
な
る
時
期
も
来
る

の
で
、
多
額
の
財
源
が
必

要
だ
。
歳
出
の
効
率
化
に

努
め
、
関
連
基
金
な
ど
で

の
貯
金
や
毎
年
の
財
源
獲

得
力
を
強
化
し
た
い
。
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
自
主
財

源
力
の
強
化
に
も
努
力
し

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

ポ
ス
ト
特
例
債
の
創
設
を

国
に
要
請
し
て
い
く
。

好
立
地
の
大
宮
織
物
ホ
ー
ル

の
場
所
の
、
有
効
活
用
を

問
大
宮
織
物
ホ
ー
ル
は

京
丹
後
市
の
玄
関
口
と
し

て
立
地
が
い
い
の
で
、
ふ

さ
わ
し
い
利
活
用
が
期
待

で
き
る
場
所
だ
。
都
市
拠

点
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

土
俵
に
の
せ
て
計
画
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

市
長
丹
後
大
宮
Ｉ
Ｃ
が

供
用
開
始
し
た
こ
ろ
、
観

光
休
憩
所
の
候
補
地
と

し
て
計
画
が
あ
っ
た
が
外

れ
た
。
Ⅰ
Ｃ
に
近
く
、
ア

ク
セ
ス
面
は
非
常
に
よ
い

場
所
だ
が
、
現
在
、
市
民

に
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、
当
面
は
指
定
管
理

を
継
続
す
る
。
利
活
用
を

正
式
に
検
討
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
が
、
立
地
環
境

を
生
か
し
た
施
設
の
有
効

活
用
と
い
う
点
で
は
、
問

題
意
識
を
も
っ
て
い
る
。立地場所の良い、大宮織物ホール

市
長

一般質問

新 政 会

金 田 琮 仁

「
イ
ン
フ
ラ
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
に
舵
を
切
る
べ
き

都
市
拠
点
整
備
構
想
の
検
討
が

ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
だ
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市
長

一般質問

日本共産党

田 中 邦 生

原
発
の
新
増
設
は
再
エ
ネ
普
及

の
障
害
に
な
る

原
発
中
止
年
限
を
決
め
、
再

エ
ネ
開
発
を
重
点
的
に

問
原
発
の
新
増
設
を
前

提
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
電
力
供
給
面
で
破
綻

す
る
。
実
用
化
の
め
ど
の

な
い
「
新
技
術
」
を
前
提

に
す
れ
ば
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

先
送
り
に
な
る
。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
規
模
普
及
に
と
っ
て
障

害
と
な
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

市
長
原
発
の
再
稼
働
は

慎
重
に
す
べ
き
。
電
力
供

給
が
厳
し
い
中
で
も
原
発

は
最
低
限
の
活
用
と
す
べ

き
で
あ
る
。
同
時
に
中
止

の
年
限
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

は
じ
め
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
技
術
体
系
の
開
発
を

重
点
的
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

「
農
民
の
権
利
宣
言
」の
尊

重
・
擁
護
・
促
進
を

問
国
連
は「
農
民
の
権
利

宣
言
」
を
採
択
し
、
加
盟

国
に
小
農
を
評
価
し
そ
の

生
活
水
準
を
保
つ
こ
と
、

そ
の
た
め
の
財
源
確
保
等

を
促
し
て
い
る
。
京
丹
後

市
で
も
「
宣
言
」
は
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

市
長
「
宣
言
」
は
家
族
農

業
と
い
っ
た
小
規
模
農
家

の
価
値
や
役
割
に
つ
い
て

重
要
な
内
容
で
あ
る
。
本

市
に
も
多
く
の
小
規
模
農

家
が
あ
り
、
と
て
も
重
要

な
目
線
で
あ
る
。
認
定
農

業
者
と
大
規
模
農
家
、
小

規
模
農
家
や
移
住
帰
農

者
な
ど
多
様
な
担
い
手
へ

の
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
引
き
続
き
必
要
な

支
援
策
を
行
っ
て
い
く
。

再
エ
ネ
に
関
す
る
条
例
制

定
を

問
環
境
ア
セ
ス
ま
で
必
要

の
な
い
発
電
事
業
に
関
す

る
条
例
を
制
定
し
、
住
民

と
の
関
係
や
環
境
と
の
調

和
を
保
つ
こ
と
が
必
要
だ

が
準
備
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
全
国
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
の
条
例
が
あ
る
。

ま
ず
、
届
け
出
手
続
き
に

関
す
る
条
例
を
検
討
し
て

い
る
。今
後
、美
し
い
ふ
る

さ
と
づ
く
り
審
議
会
の
意

見
も
踏
ま
え
て
す
す
め
る
。「農民の権利宣言」の尊重・擁護・促進を

問
国
の
社
人
研
は
本
市
の

２
０
６
０
年
の
人
口
を
２

万
２
千
人
と
予
測
す
る
。

市
の
考
え
る
４
万
６
千
人

は
実
現
可
能
か
。

市
長
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
時
代
的

環
境
変
化
に
よ
る
社
会

増
、
人
口
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
の
施
策
に
よ
る
自
然
増

に
よ
り
実
現
可
能
だ
。

問
出
産
適
齢
期
の
女
性

が
住
み
や
す
い
、
子
育
て

し
や
す
い
更
な
る
環
境
整

備
が
肝
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

市
長
人
口
対
策
の
課
題
は

さ
ら
に
広
い
分
野
に
ま
た

が
る
。
多
分
野
の
市
民
に

参
加
い
た
だ
き
問
題
を
共

有
し
、
か
つ
世
代
を
超
え

て
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

将
来
に
希
望
の
持
て
る
展

望
を
持
っ
て
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
学
校
の
統
合
は
賛
否

の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が

人
口
減
少
問
題
に
も
大
き

く
影
響
す
る
。
子
育
て
環

境
の
良
し
悪
し
こ
そ
若
い

夫
婦
に
と
っ
て
生
活
の
場

を
選
ぶ
最
大
の
要
因
だ
。

教
育
長
の
見
解
を
お
尋
ね

す
る
。

教
育
長
従
前
の
施
策
を

検
証
し
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
よ
り
良
い
教
育
環

境
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は

４
万
６
千
人
の
実
現
に
資

す
る
と
考
え
る
。

浜
詰
小
学
校
跡
地
の
ご
み

放
置
に
つ
い
て

問
放
置
さ
れ
た
ご
み
の

状
況
は
全
く
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。
い
か
が
か
。

市
長
３
分
の
２
が
片
付
い

た
。
年
内
に
は
片
付
け
る

と
文
書
を
も
ら
っ
て
い
る
。

観
光
客
も
あ
り
、
で
き
る

限
り
早
期
の
片
付
け
を
交

渉
し
て
い
る
。

サ
ン
カ
イ
カ
ン
問
題
に
つ

い
て

問
サ
ン
カ
イ
カ
ン
に
つ
い

て
政
倫
審
や
裁
判
所
か
ら

は
『
外
部
監
査
制
度
で
特

段
の
透
明
性
を
確
保
す
る

こ
と
』
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
と
認
識
す
る
。
監
査
報

告
を
お
尋
ね
す
る
。

市
長
利
害
関
係
の
な
い
専

門
知
識
を
持
っ
た
市
内
の

税
理
士
に
お
願
い
し
監
査

を
し
た
。
透
明
性
を
確
保

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。長年ごみが放置されたままの学校跡地

市
長

一般質問

創 明

浜岡大二郎

２
０
６
０
年
本
市
人
口
４
万

６
千
人
は
可
能
か

人
口
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
頑

張
れ
ば
可
能
だ
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市
長

問
旧
統
一
協
会
は
、霊
感

商
法
、
集
団
結
婚
式
な
ど

で
甚
大
な
被
害
を
だ
し
て

い
る
反
社
会
的
カ
ル
ト
集

団
で
あ
る
。
自
民
党
を
は

じ
め
と
す
る
政
治
家
、
行

政
と
の
癒
着
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。市
長
や
市
と

し
て
、
何
か
関
係
は
あ
る

の
か
。

市
長
私
と
の
関
係
は
な

い
。
市
役
所
へ
は
、
世
界

平
和
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
の
実

行
委
員
会
か
ら
案
内
が

あ
り
、
７
月
に
副
市
長
対

応
を
予
定
し
て
い
た
が
、

先
方
か
ら
中
止
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。

国
葬
問
題
に
つ
い
て

問
国
葬
は
憲
法
14
条
、19

条
を
犯
す
も
の
。
府
知
事

は
半
旗
を
掲
げ
る
こ
と
を

表
明
し
て
い
る
。
市
や
教

育
委
員
会
の
対
応
は
ど

う
か
。

市
長
半
旗
を
掲
げ
て
弔

意
を
示
し
た
い
。

教
育
長
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
文
科
省
か
ら
弔

意
表
明
の
協
力
は
受
け
て

い
な
い
。
半
旗
を
掲
揚
す

る
な
ど
の
予
定
は
し
て
い

な
い
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
感
染
や
物
価

高
の
な
か
で
、
２
０
０
円

給
食
の
実
施
で
保
護
者

は
、大
変
助
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
月
４
千
円
の

給
食
費
負
担
は
厳
し
い
。

無
償
化
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
が
。

市
長
２
０
０
円
の
定
着

の
経
過
を
見
る
。
財
政
の

優
先
順
位
を
見
据
え
て

考
え
る
。

問
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
調
理
員
さ
ん
の
顔
が

見
え
る
自
校
方
式
で
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長
将
来
的
な
学
校

給
食
の
あ
り
方
を
あ
ら
た

め
て
考
え
、
市
全
体
の
方

向
性
を
定
め
地
域
に
も
説

明
す
る
。
時
期
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

補
聴
器
の
助
成
に
つ
い
て

問
市
民
の
方
か
ら「
補
聴

器
の
助
成
が
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
。

助
成
す
べ
き
だ
が
。

市
長
全
国
の
自
治
体
の

調
査
も
行
っ
て
い
く
。

補聴器でよく聞こえる

一般質問

日本共産党

平林智江美

旧
統
一
協
会
関
連
団
体
と
の
か

か
わ
り
は

世
界
平
和
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
行
事

は
先
方
か
ら
の
申
し
出
で
中
止

問
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
は
国
民
の
基
本
的
な

権
利
で
、
政
治
の
責
任
で

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る

時
間
や
経
済
的
ゆ
と
り
を

生
み
出
す
雇
用
の
安
定
、

労
働
時
間
短
縮
な
ど
と
合

わ
せ
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
が
必
要
。
ス
ケ

ボ
ー
パ
ー
ク
の
設
置
を
望

む
声
に
ど
う
応
え
る
か
。

市
長
愛
好
者
の
多
く
の
要

望
を
聞
い
て
い
る
。
丹
後

王
国
タ
ワ
ー
跡
地
に
こ
だ

わ
ら
ず
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
、

教
育
委
員
会
と
と
も
に
検

討
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し

市
と
し
て
今
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
は
。

教
育
長
保
育
所
子
ど
も
園

の
保
育
体
制
確
保
、
検
査

キ
ッ
ト
配
布
、
感
染
対
策

の
強
化
に
努
め
る
。

市
長
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で
タ

イ
ム
リ
ー
に
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
広
報
し
て
い
く
。

今
後
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
の

業
務
が
入
っ
て
く
る
が
、

担
当
課
の
仕
事
量
を
見

極
め
人
員
確
保
に
努
め
た

い
。
国
や
府
に
対
し
て
も

「
即
応
病
床
の
確
保
」「
専

門
チ
ー
ム
の
派
遣
」「
全
数

把
握
の
見
直
し
」
な
ど
要

望
し
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問
令
和
7
年
地
域
移
行

に
向
け
て
決
し
て
拙
速
な

移
行
で
は
な
く
生
徒
、
保

護
者
、
教
職
員
、
地
域
の

総
意
で
充
分
な
体
制
作

り
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

教
育
長
受
け
皿
、
保
護
者

負
担
、
指
導
者
の
資
質
、

け
が
や
事
故
の
対
応
、
休

日
の
試
合
や
大
会
、
全
員

ク
ラ
ブ
制
の
見
直
し
な
ど

多
く
の
解
決
す
べ
き
課
題

が
あ
る
。
市
の
実
態
に

そ
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

市
長
国
の
財
源
支
援
も

要
望
す
る
こ
と
も
大
事
。

学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

問
進
捗
状
況
は
。

教
育
長
保
護
者
の
声
で
は

吉
野
は
賛
成
、
宇
川
は
反

対
が
多
い
。宇
川
は「
理
解

が
深
ま
っ
た
」
と
い
え
る

状
態
で
は
な
い
。
引
き
続

き
地
域
に
も
入
る
。

地域実態に沿う部活の地域移行を！

一般質問

日本共産党

橋本まり子

ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
等
、
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
実
現
を

市
と
し
て
検
討
を
始
め
前
進

さ
せ
て
い
く

市
長
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問
本
年
11
月
３
日
、丹
後

ち
り
め
ん
祭
り
が
開
催
さ

れ
る
。
開
催
に
あ
た
り
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
絹
織
物
丹
後
ち
り
め

ん
は
、
日
本
・
本
市
の
長

い
歴
史
を
持
つ
大
切
な
産

業
で
あ
る
。
丹
後
ち
り
め

ん
祭
り
は
、
長
く
将
来
に

発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、

と
て
も
意
味
の
あ
る
祭
り

で
あ
り
、
広
く
着
物
に
親

し
む
機
会
を
盛
り
上
げ

作
っ
て
い
く
上
で
大
切
な

祭
り
で
あ
る
。

問
丹
後
ち
り
め
ん
祭
り

は
、
来
年
度
以
降
も
継
続

し
て
開
催
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
対
し
て
の
思
い
や

市
の
関
わ
り
方
は
。

市
長
今
回
の
丹
後
ち
り
め

ん
祭
り
を
、
何
と
し
て
も

成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
丹
後
ち
り
め
ん
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
11
月
３
日

の
祭
り
を
は
じ
め
と
し
て

大
変
重
要
だ
と
思
う
。
民

間
の
皆
さ
ん
の
今
回
の

祭
り
に
つ
い
て
の
評
価
の

検
証
も
含
め
、
今
後
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
、
同
じ

方
向
を
見
て
一
緒
に
な
っ

て
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

海
岸
清
掃
に
つ
い
て

問
海
水
浴
場
や
港
湾
の

清
掃
美
化
事
業
は
地
域
等

に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
委

託
さ
れ
て
い
な
い
海
岸
線

の
対
策
は
。

市
長
重
点
区
域
以
外
は

京
都
府
と
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
は
。

市
長
市
内
外
、
少
人
数
か

ら
多
人
数
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
形
態
が
あ
り
、ど
の
よ

う
な
支
援
が
良
い
か
、
市

民
や
観
光
客
な
ど
広
い
関

係
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

入
れ
る
仕
組
み
を
引
き
続

き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
の
発

生
抑
制
の
啓
発
は
。

市
長
市
内
小
学
校
を
対
象

に
「
考
え
よ
う
ふ
る
さ
と

の
海
」
や
丹
後
万
博
で
海

ゴ
ミ
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
問
題
な
ど
積
極
的
な

周
知
に
努
め
て
い
く
。

きものクイーン

市
長

一般質問

政 友 会

和 田 正 幸

11
月
３
日
、丹
後
ち
り
め
ん
祭
り
は

民
間
主
体
に
よ
る
取
り
組
み
は

大
変
う
れ
し
く
思
う

問
水
産
業
に
と
っ
て
か

な
め
で
あ
る
漁
業
従
事
者

の
育
成
や
確
保
に
向
け
た

課
題
と
、
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
む
。「
海
の
民
学
舎
」

修
了
生
や
市
外
か
ら
の
就

業
者
に
対
し
、
利
子
補
給

や
技
術
指
導
な
ど
き
め
細

か
い
支
援
を
行
う
。

問
間
人
地
域
に
は
活
性

化
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い

る
。「
ま
る
っ
ぽ
間
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
の
か
。
課
題
や

こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

市
長
活
動
計
画
策
定
、
都

市
部
と
連
携
し
た
ア
イ
デ

ア
ソ
ン
、（
仮
称
）キ
ス
ま
つ

り
、地
域
サ
ロ
ン
食
堂
な

ど
の
構
想
が
進
ん
で
い
る
。

間
人
の
街
並
の
活
用
な

ど
、
同
志
社
大
学
や
地
域

の
取
り
組
み
と
密
接
に
連

携
し
、
交
流
人
口
の
増
大

に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
舞
鶴
漁
港
の
拠
点
化

な
ど
、
流
通
過
程
再
編
の

動
き
が
あ
る
の
か
。
そ
の

場
合
、
本
市
漁
業
へ
は
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
。
ま
た
対
策
は
。

市
長
現
在
、
そ
の
動
き
は

な
く
、
本
市
漁
業
へ
直
接

的
な
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
な
い
。
本
市
の
魚
価

も
近
隣
他
市
町
と
比
べ

て
、
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
る
。
集
約
化
の
動
き

は
名
古
屋
や
首
都
圏
へ
効

率
的
に
販
売
を
促
進
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

問
観
光
客
の
本
市
で
の

滞
在
時
間
が
短
い
た
め
、

観
光
入
込
客
に
対
し
、
さ

ら
に
豊
か
な
旅
の
物
語

を
提
供
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
も

海
業
の
振
興
は
不
可
欠
で

あ
る
。
今
後
の
具
体
的
な

対
策
は
ど
う
か
。

市
長
海
業
を
核
と
し
た

周
遊
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
な

い
で
充
実
さ
せ
る
。
観
光

客
や
地
元
の
人
に
も
漁
業

の
現
場
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
飲

食
店
の
開
設
や
漁
師
飯

提
供
、
環
境
学
習
な
ど
、

旅
館
と
も
連
携
し
た
周
遊

プ
ラ
ン
作
り
が
久
美
浜
や

掛
津
な
ど
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
次
の
担
い
手
作
り

の
た
め
に
も
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
。

拠点施設の間人漁港衛生管理型荷捌所

市
長

一般質問

政 友 会

水 野 孝 典

「
海
の
京
都
」
で
水
産
業
の
振
興

を
ど
う
図
る
か

海
業
を
核
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
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市
長

一般質問

無 会 派

鳴 海 公 軌

問
海
・
里
・
山
・
川
な
ど

の
自
然
環
境
や
原
風
景
が

観
光
価
値
を
高
め
る
。
保

全
活
動
の
充
実
を
来
年
度

改
訂
さ
れ
る
観
光
振
興
計

画
に
明
記
す
べ
き
。
課
題

認
識
は
ど
う
か
。

市
長
環
境
活
動
は
観
光

地
と
し
て
の
評
価
や
経
済

活
動
に
つ
な
が
る
。
こ
れ

ま
で
に
民
間
で
ワ
ン
ハ
ン

ド
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
今
後
は
環

境
保
全
活
動
と
観
光
振
興

の
両
立
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
。
そ
の
た
め

次
期
計
画
で
は
理
念
を
確

立
し
、
世
代
を
越
え
て
協

働
し
実
現
さ
せ
る
。

若
手
職
員
の
活
躍
で
市
役

所
の
力
の
最
大
化
を

問
令
和
４
年
度
当
初
予

算
編
成
に
向
け
て
、
若
手

職
員
が
政
策
立
案
を
し

た
。
多
様
な
視
点
で
の
課

題
解
決
や
職
員
の
成
長
の

観
点
か
ら
も
意
義
深
い
と

考
え
る
。今
後
の
展
望
は
。

市
長
若
手
職
員
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
課
長
級

職
員
が
共
鳴
す
る
こ
と
も

狙
っ
た
。課
題
は
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
上
の
負
担
な
ど
。
成

果
、
課
題
を
整
理
し
て
今

後
も
充
実
さ
せ
る
。

学
校
体
育
館
の
空
調
化

問
温
暖
化
に
よ
り
学
校
体

育
館
の
空
調
化
が
必
要
。

教
育
環
境
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
の
避
難
環
境
と
し

て
も
、
早
期
に
着
工
す
べ

き
で
は
。

市
長
現
在
は
避
難
所
と
し

て
必
ず
し
も
快
適
で
な
い
。

国
土
強
靭
化
計
画
と
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
を
連

動
さ
せ
検
討
す
る
。

教
育
長
熱
中
症
リ
ス
ク
が

高
い
午
後
は
生
徒
利
用
が

多
く
、
空
調
化
は
有
効
だ

が
費
用
が
か
か
る
。

問
国
の
財
源
を
活
用
し

た
場
合
、
想
定
さ
れ
る
市

の
実
質
負
担
額
は
。

市
長
34
カ
所
の
学
校
体
育

館
で
約
９
億
円
。

教
育
長
６
中
学
校
の
み
な

ら
、
約
２
億
円
。

問
ま
ず
中
学
校
体
育
館

か
ら
実
施
す
る
考
え
は
。

教
育
長
財
源
は
限
ら
れ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
は
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
。

環
境
保
全
に
重
点
を
あ
て
た

観
光
振
興
が
大
事
だ

次
の
観
光
振
興
計
画
に
理
念
と

施
策
を
盛
り
込
む

市
長

一般質問

無 会 派

松 本 聖 司

問
平
成
31
年
４
月
よ
り

働
き
方
推
進
法
が
施
行

さ
れ
、３
年
が
経
過
し
た
。

市
役
所
職
員
の
残
業
時
間

の
増
加
が
危
惧
さ
れ
る

が
、
施
行
前
と
施
行
後
で

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

る
の
か
。

市
長
平
成
30
年
度
と
令
和

３
年
度
を
比
較
す
る
と
月

45
時
間
を
超
え
る
職
員

は
、１
７
８
人
で
17
人
増
。

年
間
３
６
０
時
間
を
超
え

る
職
員
は
89
人
で
９
人
増
。

残
業
時
間
は
８
１
７
０
時

間
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
対
応
で
コ
ロ
ナ
対

策
室
、
商
工
観
光
部
が
増

の
大
部
分
。

問
厚
労
省
か
ら
は
、「
労

働
時
間
の
適
正
な
把
握
の

た
め
の
使
用
者
が
講
ず
べ

き
措
置
」
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
客
観
的
な
記
録

を
基
礎
と
し
て
確
認
で
き

て
い
る
の
か
。

市
長
勤
怠
入
力
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
。
消
防

本
部
、
弥
栄
病
院
、
学
校

現
場
で
は
、
時
間
外
命
令

簿
を
使
用
し
、
確
認
は
タ

イ
ム
カ
ー
ド
で
し
て
い
る
。

一
部
現
場
で
は
、
対
応
が

で
き
て
い
な
い
部
署
が
あ

る
た
め
改
善
す
る
。

問
時
間
外
勤
務
の
上
限

規
制
の
目
的
は
、
職
員
の

健
康
確
保
措
置
の
強
化
が

大
き
な
柱
で
あ
る
。
現
状

は
い
か
が
か
。

市
長
産
業
医
の
面
接
指

導
は
８
月
と
２
月
に
実
施

し
、令
和
３
年
度
は
、直
近

の
３
カ
月
で
、
月
１
０
０

時
間
以
上
と
３
カ
月
の
平

均
80
時
間
以
上
の
人
を
対

象
に
、
医
師
の
面
談
者
が

49
人
で
あ
る
。

問
月
の
残
業
時
間
が
１

０
０
時
間
を
超
え
た
人
で
、

半
年
間
も
医
師
の
面
接
指

導
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は

問
題
と
認
識
す
る
が
。

市
長
産
業
医
の
面
接
指

導
の
期
間
に
つ
い
て
は
課

題
で
あ
り
検
討
す
る
。

問
国
の
通
知
で
は
、月
１

０
０
時
間
、
年
７
２
０
時

間
を
超
え
た
職
員
・
部
署

に
お
い
て
は
縮
減
対
策
を

求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

市
長
業
務
改
善
・
働
き
方

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
お
い
て
、
実
効
性
の

あ
る
提
案
を
多
く
受
け
て

お
り
進
め
て
い
く
。

職
員
の
残
業
時
間
の
増
加
に
よ
り

健
康
管
理
を
危
惧
す
る

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

働き方改革が求められる市役所

学校体育館の空調化を早急に実施すべき
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（9月定例会）賛否の分かれた案件を記載しています。議案に対する各議員の賛否一覧表

会派名
議
案
の
可
否

丹政会 新政会 日本
共産党 創明 政友会

無
会
派

無
会
派

無
会
派

　　　　　　　　　　　 議員名
　　案　件

中
野

勝
友

池
田

惠
一

東
田

真
希

平
井

邦
生

和
田

晋

金
田

琮
仁

櫻
井

祐
策

川
戸

一
生

多
賀
野
一
彦

田
中

邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

永
井

友
昭

浜
岡
大
二
郎

水
野

孝
典

和
田

正
幸

冨
田

恵
輔

鳴
海

公
軌

松
本

聖
司

令和３年度京丹後市一般会計決算認定に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度京丹後市後期高齢者医療事業
特別会計決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度京丹後市介護保険事業特別会計
決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京丹後市SDGsとともに創生・発展するまち
づくり推進条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京丹後市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

「消費税インボイス制度の実施中止を求め
る意見書」を政府に送付することを求める
陳情書

不採択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ×

議会改革特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除》　谷津伸幸議員は議長職のため表決権はありません。

市
長

一般質問

無 会 派

冨 田 恵 輔

問
令
和
３
年
度
の
本
市

職
員
の
年
休
取
得
率
は
。

市
長
平
均
取
得
率
は
23
％

で
日
数
は
約
９
日
。

問
取
得
の
目
標
値
は
。

市
長
取
得
日
数
12
日
。

問
年
休
取
得
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

市
長
業
務
改
善
働
き
方

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
定
型
的
業
務
時
間
の
縮

減
を
図
っ
て
お
り
、
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
。

問
新
人
だ
か
ら
と
残
業
が

認
め
ら
れ
ず
に
サ
ー
ビ
ス

残
業
が
行
わ
れ
た
事
例
を

聞
い
て
お
り
、不
適
切
だ
。

管
理
職
に
よ
る
残
業
許
可

基
準
の
統
一
化
は
で
き
て

い
る
か
。

市
長
新
人
だ
か
ら
残
業

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
時

間
外
に
そ
の
業
務
を
行
う

必
要
が
あ
る
か
を
考
え
、

残
業
命
令
を
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
時
間
外
勤
務
と
し
て

申
請
す
る
べ
き
勤
務
が
申

請
で
き
て
い
な
い
状
況
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実

態
把
握
が
必
要
で
は
。

市
長
現
状
は
実
態
把
握

を
考
え
て
い
な
い
が
、今
回

の
指
摘
を
受
け
て
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

問
特
殊
な
技
術
が
必
要

で
急
な
欠
員
が
出
た
場
合

の
補
充
が
難
し
い
職
種
に

つ
い
て
は
、
年
休
や
育
児

休
暇
等
が
取
り
に
く
い
環

境
だ
と
考
え
る
が
、
職
員

定
数
の
見
直
し
検
討
は
。

市
長
消
防
本
部
の
職
員

定
数
は
検
討
課
題
だ
。

自
然
を
活
用
し
た
保
育
・

幼
児
教
育
に
つ
い
て

問
他
市
町
か
ら
の
流
入
な

ど
関
係
人
口
の
増
加
や
、

非
認
知
能
力
を
育
む
観
点

か
ら
、
本
市
で
も
自
然
保

育
に
取
り
組
ん
で
は
。

教
育
長
時
間
を
具
体
的

に
定
め
て
は
い
な
い
が
、

従
来
、
自
然
体
験
を
重
要

視
し
て
お
り
、
実
施
し
て

い
る
。

問
子
連
れ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
た
め
に
、

市
外
の
方
で
も
本
市
の
子

ど
も
園
で
一
時
預
か
り
が

で
き
る
よ
う
、
ル
ー
ル
変

更
を
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
商
工
観
光
部
と

連
携
し
て
検
討
す
る
。

京
丹
後
市
職
員
の
人
事
評
価

３
６
０
度
評
価
の
検
討
は

本
年
度
か
ら
部
下
が
上
司
を
評

価
す
る
部
下
評
価
を
実
施
す
る

子連れワーケーションの受入体制構築を期待
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陳情名 陳情者 結  果

「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」
を政府に送付することを求める陳情書

消費税廃止丹後各界連絡会
代表　源　進一 不採択

陳 　 情

会　　　派
無会派議員 上半期（４月～９月）政務活動概要 下半期分

交付確定額

丹政会
・５月２５日～２６日　研修活動
　東京都　厚生労働省「ヤングケアラーについて」
　　　　　内閣府「国土強靭化、重要土地規制法について」

150,600 円

政友会
・５月１８日～２０日　研修活動
　唐津市「水産業の取り組みについて」
　対馬市「国境の島、離島としての観光振興について」

158,530 円

創　明
・7月２３日～２４日　研修活動　
　川崎市　「第18 回全国地方議員交流研修会」
・７月２８日～２９日　研修活動
　益田市「地方都市の人口問題や地域づくりについての先進の研究、実践を学ぶ」

159,091 円

令和４年度の政務活動費については、上半期の活動を終了し、下記のとおりの実績となりました。

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料につきましては、
市議会ホームページ（https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局で閲覧いただくことができます。

政 務 活 動 費

 請願・陳情について
毎定例会の直前の議会運営委員会が開催される日（通常定例会初日の 1週間前）の前々日の午後 5時 15 分
までに受理した請願・陳情・要望は、当該議会運営委員会でその取り扱いを協議します。詳細な提出期限につ
いては、議会ホームページをご覧ください。

《請  願》
市議会議員の紹介が必要です。市政などについての意見や要望などを、議会に直接述べる制度で、法律に
定められた国民の権利であり、どなたでも提出することができます。

《陳情・要望》
請願と同じく、文書での要望ですが、議員の紹介は必要としません。

《提出先》
〒627-8567　京丹後市峰山町杉谷 889 番地　京丹後市議会事務局
（郵送もしくは直接持参してください）

《提出方法等》
○ 邦文を用い、趣旨、提出年月日、請願者の住所及び氏名（法人
の場合はその名称及び代表者の氏名）を自署または記名押印して
ください。

○ 請願については、必要に応じて所管の常任委員会等で審査します。
○ 陳情・要望等については、その写しを全議員及び理事者に配付
するか、請願と同様に取り扱うかを議長が議会運営委員会に諮
問し判断します。

○ 陳情は、市外の方から提出されたもの、市の取り扱い業務に該当
しないもの、審査になじまないものは配付のみの扱いとなります。

○ 紹介議員のないものは、名称にかかわらず陳情・要望の取り扱い
となります。

○○○に関する請願（陳情）

１．請願（陳情）趣旨
２．理由
紹介議員　○○○○ ㊞（請願のみ）
令和　　年　　月　　日
京丹後市議会　議長　○○○○ 様

　　住所
　　氏名　○○○○ ㊞
　　法人名　代表者氏名 ㊞
　　連絡先電話番号 0000
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令和４年８月１０日 峰山、大宮、網野で開催

市民市民とと議会議会のの懇談会懇談会
質 疑 と ご 意 見

議
会
報
告
の
質
疑
意
見

庁
舎
増
築
棟
事
業
に
つ
い
て

問
当
初
の
事
業
案
が
取
り

下
げ
ら
れ
出
し
直
さ
れ
た
。

議
論
は
し
っ
か
り
な
さ
れ
た

の
か
。

答
合
併
特
例
債
の
期
限
が

令
和
6
年
度
と
迫
る
中
、

議
論
は
時
間
を
か
け
て
行
わ

れ
た
。

問
庁
舎
増
築
棟
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

目
的
は
。

答
本
市
の
重
要
案
件
で
あ
る
。

増
築
棟
に
加
え
、
市
全
体
の

ま
ち
づ
く
り
も
議
会
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
増
築
棟
で
駐
車
場
の
件

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
当
面
旧
吉
原
小
跡
地
、文

化
会
館
駐
車
場
を
使
う
が
、

可
能
な
限
り
近
く
に
駐
車
場

を
設
け
た
い
。

テ
ー
マ
へ
の
質
疑・
意
見

新
型
コ
ロ
ナ
の
情
報
つ
い
て

問
感
染
状
況
の
報
告
は
毎

日
必
要
か
。

答
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

意
見
音
声
に
よ
る
人
数
の

報
告
は
必
要
だ
。

問
発
熱
時
に
受
診
し
た
く

て
も
す
ぐ
に
病
院
が
決
ま
ら

な
く
て
困
っ
た
が
。

答
ま
ず
発
熱
外
来
へ
連
絡

を
し
て
ほ
し
い
。

意
見
人
口
比
か
ら
す
る
と
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
数
が
多
い
。

個
人
情
報
の
こ
と
も
あ
ろ

う
が
、重
傷
者
軽
症
者
の
比

率
、自
宅
療
養
者
の
把
握
な

ど
の
情
報
が
な
い
と
高
齢

者
は
大
変
不
安
で
あ
る
。

意
見
学
校
で
の
学
習
や
行

事
に
大
き
な
制
約
を
受
け
て

い
る
。
逆
に
日
常
生
活
の
大

切
さ
、
人
が
集
う
こ
と
の
大

切
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
、
実
体
験

の
回
復
も
お
願
い
し
た
い
。

意
見
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
も

い
い
が
、
対
面
で
の
か
か
わ

り
は
も
っ
と
大
切
だ
。

意
見
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、
２
０
０
円
給

食
の
実
施
は
よ
い
取
り
組

み
だ
。

地
域
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
自
治
会
は
問
題
山
積
。

市
民
の
声
を
第
一
に
、
市
民

の
声
を
吸
い
上
げ
た
政
策
を

お
願
い
し
た
い
。

意
見
人
口
減
少
で
企
業
の

人
材
が
い
な
い
。
京
丹
後
に

人
が
帰
っ
て
く
る
よ
う
も
っ

と
大
胆
な
施
策
を
望
む
。

意
見
自
治
会
と
し
て
の
現
状

は
、人
口
減
少
、少
子
高
齢

化
、
個
人
事
業
の
廃
業
が
多

い
な
ど
。
地
域
で
は
行
事
や

区
費
の
問
題
も
起
き
て
い
る
。

地
域
密
着
型
の
政
策
を
し
て

ほ
し
い
。

意
見
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
が

よ
く
分
か
ら
な
い
。

意
見
網
野
庁
舎
跡
地
活
用

の
動
き
が
見
え
な
い
。
賑
わ

い
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

意
見
民
生
委
員
の
仕
事
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

意
見
空
き
家
が
目
立
ち
、草

野
原
に
な
っ
て
い
る
の
が
気

に
な
る
。

意
見
新
し
い
箱
物
を
作
る

よ
り
地
域
の
公
民
館
の
利

用
・
活
動
を
活
発
に
し
て
ほ

し
い
。

意
見
シ
ニ
ア
カ
ー
を
利
用

す
る
人
が
増
え
て
き
た
が
、

歩
道
の
荒
れ
や
側
溝
の
整
備

不
充
分
で
危
険
な
と
こ
ろ
が

多
い
。

そ
の
他
の
意
見

意
見
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ご
意
見
箱
が
、
最
近
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
な
い
。
楽
し
み
で

あ
っ
た
の
だ
が
。

意
見
議
会
と
し
て
市
民
の

意
見
を
聞
く
目
安
箱
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

意
見
子
ど
も
の
歯
の
矯
正

に
保
険
適
応
、
補
助
を
し
て

ほ
し
い
。

意
見
網
野
市
民
局
の
窓
口

に
相
談
で
き
る
個
室
を
確
保

し
て
ほ
し
い
。

意
見
作
業
所
に
も
通
所
で

き
ず
、「
も
み
の
木
」
に
も
行

け
な
い
人
の
支
援
と
し
て

「
社
会
復
帰
教
室
」
が
あ
る

が
、
月
一
回
で
不
充
分
。
支

援
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

意
見
公
共
施
設
の
使
用
料

見
直
し
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
一
定
の
受
益
者
負
担
は

求
め
る
べ
き
。

○４月臨時会及び６月定例会の概要報告
○市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

懇談テーマ「ウィズコロナ時代に思うこと」など
コロナ禍のため、感染対策に留意しながら対面方式で開催し
ました。懇談会で出された意見や要望は、必要に応じて各委
員会で所管事務調査を実施するなどの対応を行います。

大宮会場の様子

峰山会場の様子

網野会場の様子
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◆市民と議会の懇談会



市民の

あ

と

が

き

声
私
た
ち
は
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら
日
本
に
来
て
京
丹
後
市

久
美
浜
町
に
あ
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
バ

イ
ス
久
美
浜
㈱
と
い
う
会

社
で
、
製
品
の
ハ
ン
ダ
付
け

や
組
立
作
業
等
を
し
て
い

ま
す
。
会
社
で
も
地
域
で

も
、皆
さ
ん
と
て
も
優
し
く

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
日
本
に

来
て
驚
い
た
の
は
雪
で
す
。

初
め
て
見
た
時
は
綺
麗

で
、
写
真
も
た
く
さ
ん
撮

り
ま
し
た
。
で
も
私
た
ち

は
寒
い
の
は
苦
手
で
す
。

雪
が
降
る
と
通
勤
が
大
変

で
す
。

京
丹
後
は
自
然
豊
か
で
、

思
い
切
り
深
呼
吸
し
た
く

な
り
ま
す
。時
間
の
あ
る
と

き
は
田
ん
ぼ
の
景
色
を
見

な
が
ら
散
歩
も
し
ま
す
。

こ
の
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
人
か
ら
見
た

日
本
は
、
東
京
の
よ
う
に
、

人
が
多
く
ビ
ル
が
立
ち
並

ん
で
い
る
都
会
の
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
京
丹
後
に
来
て
、葛

野
浜
や
夕
日
ヶ
浦
な
ど
の

自
然
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、天

橋
立
に
も
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
景
色
が
と
て

も
綺
麗
で
す
。
日
本
に
来

た
か
ら
こ
そ
、知
ら
な
か
っ

た
日
本
の
美
し
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
頃
は
バ
イ
ク
や
自
転

車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
途

中
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
小

動
物
に
出
会
い
、中
に
は
熊

に
出
会
っ
た
人
も
い
ま
す
。

日
本
に
来
て
苦
労
し
て

い
る
の
は
、ゴ
ミ
分
別
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
缶
や
瓶
は

売
っ
て
お
金
を
も
ら
い
ま

す
。そ
の
他
の
ゴ
ミ
は
お
金

を
払
っ
て
業
者
に
回
収
し

て
も
ら
い
ま
す
。
分
別
し

ま
せ
ん
。
全
部
一
緒
で
す
。

分
別
は
難
し
く
て
大
変
だ

け
ど
、
美
し
い
環
境
を
守

る
た
め
大
事
な
こ
と
だ
と

学
び
ま
し
た
。

運
動
会
や
文
化
祭
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ベ
ト
ナ

ム
料
理
教
室
な
ど
で
地
域

の
人
達
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
地
域
の
人
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
か
ら
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。

①
市
バ
ス
の
運
行
本
数
が

少
な
く
て
、休
日
も
運
休
で

す
。本
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。

②
公
衆
電
話
が
少
な
く
て

不
便
で
す
。緊
急
の
と
き
に

連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。

③
商
業
施
設
や
、
公
共
の

場
で
も
英
語
や
中
国
語
、韓

国
語
表
記
は
あ
り
ま
す
が
、

ベ
ト
ナ
ム
語
表
記
が
あ
り

ま
せ
ん
。
京
丹
後
に
住
む

外
国
人
の
数
で
は
ベ
ト
ナ
ム

人
が
一
番
多
い
の
に
、な
ぜ

か
な
？
是
非
ベ
ト
ナ
ム
語

も
加
え
て
ほ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
京
丹
後
の

く
ら
し
を
み
な
さ
ん
と
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う

ぞ
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。

「
日
本
、京
都
、京
丹
後
」

で
暮
ら
し
働
い
て
い
ま
す

ゴ
テ
ィ
タ
ン
ト
ゥ
エ
ン
（
14
年
）

ブ
ィ
テ
ィ
ハ
ウ

（
4
年
）

レ
ー
テ
ィ
ル
オ
ン
ウ
エ
ン（
5
年
）

レ
ー
テ
ィ
ハ
ン
ガ
ー

（
4
年
）

（　

）内
は
在
日
年
数

久
美
浜
町

◎
広
報
編
集
委
員
会

委　
　

員　

東
田　

真
希

　

〃　
　
　

平
井　

邦
生

副
委
員
長　

松
本　

聖
司

委　
　

員　

金
田　

琮
仁

委
員
長　

水
野　

孝
典

委　
　

員　

川
戸　

一
生

　

〃　
　
　

橋
本
ま
り
子

　

〃　
　
　

永
井　

友
昭

ビーチクリーン作戦に参加

地区文化祭に参加

写真右から紹介の名前のとおり

74
号
で
は
、
９
月
定
例
会
の
概
要
を
中
心
に
編
集
し

ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
お
知
ら

せ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、議
会
事
務
局
担
当
職
員
の

み
な
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
て
、8
人
の
編
集
委
員
が
集

ま
り
、
自
力
で
作
っ
て
い
ま
す
。　

定
例
会
直
後
に
、ど
の
分
野
を
担
当
す
る
か
を
決
め
て

か
ら
、議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
分
野
の
原
稿
を
書
き
、数

回
に
わ
た
っ
て
編
集
会
議
を
重
ね
、紙
面
構
成
や
文
章
表

現
、文
字
の
使
い
方
な
ど
、そ
れ
こ
そ
一
字
一
句
ま
で
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、作
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、一
般
質
問
に
つ
い
て
も
議
員
が
自
分
で
原
稿
を

書
き
、編
集
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
、文
章
表
現

上
特
に
問
題
が
な
い
限
り
、基
本
的
に
そ
の
ま
ま
掲
載
し

て
い
ま
す
。

今
回
も
定
例
会
後
、季
節
が
移
り
次
第
に
秋
色
が
濃
く

な
る
な
か
、編
集
委
員
が
会
議
室
で
額
を
寄
せ
合
い
、こ
れ

を
読
ん
で
く
だ
さ
る
市
民
の
皆
様
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、ま
た
12
月
議
会
が
近
づ
い
て
き

ま
す
。
季
節
は
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
冬
に
向
か
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
に
は
、ど
う
ぞ
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

2022. 11 20

◆市民の声・あとがき
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